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博物館学芸員課程履修者数／就職状況／博物館学芸員課程運営報告

2018年度　博物館学芸員課程履修者数

1 年 2 年 3 年 4 年 学科合計

環境デザイン学科 1 0 4 4 9

プロダクト・インテリアデザイン学科 4 2 7 3 16

ファッションデザイン学科 1 0 0 1 2

ビジュアルデザイン学科 8 3 5 16 32

まんが表現学科 5 2 1 2 10

映像表現学科 3 2 4 2 11

アート・クラフト学科 5 1 3 2 11

合　　計 27 10 24 30 91

博物館機関等への就職状況
豊岡市立美術館「伊藤清永記念館」、呉市入船山記念館

2018年度　博物館学芸員課程運営報告
　本年度は、４年次生29名が博物館実習に参加した。学芸員は、博物館が行う研究の各領域を担当し、さらにリードし
ていくことができなくてはならない。学芸員は自分の専門分野を持ち、さらに広く関連領域をふまえた幅広い学識と研
究方法を身につけていることが要請されている。さらに今日では、来館者とともに調査と研究をすすめ、様々な人々と
意見交換しながら、来館者の研究調査をすすめるために、社会人としての教養や接遇能力、コミュニケーション能力な
どが極めて重要視され、研究能力とコミュニケーション能力の双方を持つことが求められている。そのため、館園実習
は、学芸員の責任感と社会意識、博物館で働く心構えを涵養する貴重な機会である。対人関係の場面が多く学芸員の現
場については、講義科目においても重要視し、絶えず自己を磨き、全人的な向上に努めるように注意を喚起し、普段か
ら講演会やワークショップ、インターンシップへの参加をすすめている。派遣実習においては、台風、災害などに適切
な対応をとる心構えを学生に求め、事前の連絡・相談を怠らないように注意を引き続き喚起することとした。　　　　　　
　本学実習生に貴重な館園実習の機会を賜り、指導をいただいた博物館関係各位に対し、改めて感謝申し上げます。

　①　博物館実習　計29名（館園実習終了者）
　　・全体オリエンテーション　４月14日（土）
　　・学内実習（事前・事後指導、見学実習、全体のまとめを含む）　
　　　　前期　４月14日、４月21日、５月19日、６月２日、６月16日、６月30日
　　　　後期　10月27日、11月24日、１月19日　
　　・館園実習　７月から10月までの間、各実習館日程にて実施。
　　
　②　館園実習派遣先 2014～2018年度
　　　兵庫県立美術館（２）、兵庫県立考古博物館、兵庫県立歴史博物館、兵庫県立人と自然の博物館、神戸市立博物館、

神戸市埋蔵文化財センター（３）、神戸市立青少年科学館、神戸市立森林植物園、姫路市立美術館、姫路文学館、
西宮市大谷記念美術館、伊丹市立美術館、伊丹市昆虫館、宝塚市立手塚治虫記念館、明石市文化博物館、明石市
立天文科学館、西脇市岡之山美術館、徳島県立近代美術館、北九州市立自然史・歴史博物館、大分市美術館、山
口県立山口博物館、呉市海事歴史科学館、BBプラザ美術館、竹中大工道具館、大阪市立美術館、大阪商業大学商
業史博物館、大阪青山歴史文学博物館、福井県立恐竜博物館、宮崎県立美術館、備前長船刀剣博物館（順不同。
アンダーラインは2018年度派遣実習館。（　）は2018年度に複数学生を受け入れていただいた派遣学生数。）

（人）


